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龍谷大学仏教文化研究所共同研究「アフリカの新宗教とスピリチュアリティに関する複合科学的な研究」 

第１回研究会・研究談話会・叢書『新宗教のアフリカ』編集会議（2008 年 6 月 14 日） 

 

アフリカの新宗教を考える 

落合雄彦（龍谷大学） 

 

１．個人的な「出会い」 

Harold Turner Collection and the Centre for New Religious Movements (NRMs), Selly Oak 

College, Birmingham, UK 

 

２．「意外と少ない」という印象の、＜アフリカ＞の＜宗教＞に関する日本語図書 

表１参照 

※「新宗教運動」（NRMs）あるいは「アフリカにおける日系新宗教」となるとさらに少ない。

ならば「その論文集を作ってしまおう」という、「書き手」というよりもむしろ「読み手」的

な編集の発想。専門書だけれども一般の読者も理解できるレベルのものが望ましい。「専」と

「般」の中間。 

 

３．叢書の意図と目的 

アフリカは、新宗教運動の活動が世界的にみても最も活発な地域のひとつである。そして、そ

うしたアフリカにおける新宗教運動の代表例としてしばしば指摘されてきたのが、19 世紀末か

ら 20 世紀前半にかけて欧米ミッション系キリスト教会から分離独立して形成された「アフリカ

独立教会」（AICs）である。独立教会は、アフリカ人による、アフリカ人のための、アフリカ化

されたキリスト教系新宗教の潮流であり、ナイジェリア南部で「アラドゥラ教会」、南部アフリ

カで「ザイオニストあるいはアポストリック教会」、ガーナ南部やケニア西部などで「スピリチ

ュアルあるいはスピリチュアリスト教会」などと呼ばれている。その最大の特徴は、聖霊の憑依、

熱狂的な祈り、異言（聖霊に満たされて意味不明な言葉を話すこと）、悪霊祓い、信仰治療など

である。また、アフリカにはこうした独立教会以外にも、ケニアの「ムンギキ」のような伝統宗

教から派生したとされる暴力的な新宗教集団やイスラームとキリスト教を混交させたグループ

など数多くの新宗教運動が存在する。さらに、そうした内発的な新宗教に加えてアフリカでは外

来の新宗教もまた活発な布教活動を展開しており、そうしたアフリカで活動する外来新宗教のな

かには、「エホバの証人」や「ラスタファリアン」のほか、「創価学会」「崇教真光」「天理教」と

いった日系新宗教もみられる。 

本叢書の目的は、これまでわが国においてほとんど本格的な研究対象とされてこなかったアフ

リカにおける新宗教運動の動態を多面的に明らかにすることにある。本叢書で取り上げる運動の

なかには、アフリカの内発的な新宗教であるナイジェリアの「天上のキリスト教会」、タンザニ

アの「ペンテコステ運動」、南アフリカの「ザイオニスト教会」や、外来の日系新宗教である「創

価学会」、「崇教真光」などが含まれることになろう。 

また、アメリカで「ニューエイジ」、日本で「精神世界」などと呼ばれる、宗教そのものではな
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いものの超越的な存在との霊的な関係性を重視する精神活動のあり方を一般にスピリチュアリ

ティと呼ぶ（cf. Spinavi）。たとえば、島薗進（東京大学）は、スピリチュアリティのことを「新

霊性運動」と名付けた上で、「新霊性運動は世界の先進国において、また第三世界も含めて消費

文化が発達した大都市において同時多発的に、多様な形態で展開している運動群である」と述べ

た上で、そうした新霊性運動のアフリカにおける代表例としてナイジェリアの「霊性科学運動」

を指摘している（『精神世界のゆくえ』東京堂出版、1996、50-51 頁）。本研究会においても少な

くとも企画当初は、スピリチュアリティというテーマも研究の視野に入れていたが、実際の叢書

編集にあたっては、焦点がやや曖昧になってしまうこともあって、スピリチュアリティに関して

は一応除外する方針（ただし、みなさんのご意見を伺いたい。要検討）。 

 

４．アフリカ研究における「新宗教」（New Religions）という概念の「定義」 

『新宗教事典（縮刷版）』（弘文堂、1994）によれば、 

「新宗教は学術用語ではあるが、それが何を指すかについては多くの議論がある。とくに①いつ

頃からの現象と捉えるか、②どのような運動形態をとるものを言うのか、に関しては、研究者の

間でも諸説がある。･････（本事典では）時期に関しては、幕末維新期を新宗教の本格的な成立

時期と想定しつつ、個々の運動に関しては、それにとらわれずに多くの運動を視野に収めるとい

ういくぶん曖昧さを残した限定の仕方をとった。･････既成の教派宗派と関係なく新たに起こっ

た運動は問題ないとして、民俗宗教の再編成とみられるものや、既成宗教の再生運動という性格

をもつものなど、境界領域的なものも一応含める方針にした」（ⅲ頁）。 

 

・ 日本の特定の歴史現象を指す用語としての「新宗教（運動）」（固有） 

・ 世界各地の歴史的な諸現象を総称する用語としての「新宗教（運動）」（共有） 

1960 年代：「セクト」＝新しい宗教運動をほぼ包括する概念（キリスト教的伝統） 

1970 年代以降：「カルト」「新宗教」＝非キリスト教的伝統をもつ宗教運動の台頭 

表２参照 

※世界各地の新しい宗教運動を「新宗教」としてカテゴリー化し、比較研究する潮流 

・ アフリカの特定の歴史現象を指す用語としての「新宗教（運動）」（固有） 

① いつ頃からの現象と捉えるか：アフリカが植民地列強と接触した 19 世紀以降の現象 

② どのような運動形態をとるか：既成の教派宗派（欧米ミッション系教会、イスラームの

一般的伝統）から「独立」し、民衆を主な担い手とした

成立宗教であること（ただし、既成宗教の再生運動とし

てのペンテコステ・カリスマ運動、外来要素との習合に

よる民俗宗教の再編成？としてのマミワタなども含む） 

 

５．叢書企画（案） 

    『新宗教のアフリカ』（仮題）出版企画書参照 

 

６．各章の内容に関する提案と検討 
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表１ 1995 年以降に公刊された日本語図書のうち、「アフリカ」と「宗教」というキーワード検索で

ヒットした主要な著作（サハラ以南アフリカのみ） 

 

※ 1994 年以前の主要な著作：①ユベール・デシャン著（山口昌男訳）『黒いアフリカの宗教』（1963 

白水社）、②ジョン・S・ムビティ著（大森元吉訳）『アフリカの宗教

と哲学』（1978 法政大学出版局）、③G.バランディエ著（井上兼行訳）

『黒アフリカ社会の研究』（1983 紀伊國屋書店）、④エイドリアン・

ヘイスティングズ著（斎藤忠利訳）『アフリカのキリスト教』（1988 

教文館）、⑤中林伸浩著『国家を生きる社会』（1991 世織書房）、⑥

日野舜也編『アフリカの文化と社会』（1992 勁草書房） 

 

『呪術化するモダニティ:現代アフリカの宗教的実践から』 阿部年

晴, 小田亮, 近藤英俊編 
2007.5 風響社, 

『精霊たちのフロンティア-ガーナ南部の開拓移民社会における"超常

現象"の民族誌』 石井美保著 
2007.2.28 (京都)世界思想社 

『アフリカの宗教』(シリーズ世界の宗教) A.M.ルギラ著;嶋田義仁訳  2004.2.20 青土社  

『呪医の末裔-東アフリカ・オデニョ一族の二十世紀』 松田素二著  2003.12.18 講談社  

『イスラームと商業の歴史人類学-西アフリカの交易と知識のネット

ワーク』 坂井信三著  
2003.3.31 (京都)世界思想社  

『ザンジバルの笛-東アフリカ・スワヒリ世界の歴史と文化』 富永智

津子著  
2001.4.20 未来社  

『東アフリカ農耕民社会の研究-社会人類学からのアプローチ』 坂本

邦彦著  

2001.3.15 慶応義塾大学出版

会  

『アフリカの民族と社会』    福井勝義, 赤阪賢, 大塚和夫著 1999.1 中央公論社, 

『可能性としての国家誌 - 現代アフリカ国家の人と宗教』

(SEKAISHISO SEMINAR) 小川了著  
1998.5.10 (京都)世界思想社  

『アフリカの供犠』 リュック・ド・ウーシュ著;浜本満;浜本まり子訳 1998.1.23 みすず書房  

『優雅なアフリカ-一夫多妻と超多部族のイスラーム王国を生きる』 

嶋田義仁著  
1998.5.29 明石書店  

『牧畜イスラーム国家の人類学-サヴァンナの富と権力と救済』 嶋田

義仁著  
1995.9.30 (京都)世界思想社 
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表２ “New Religious Movements”というコトバをタイトルに用いた主要な英文図書 

1. Bibliography of Bibliography of Bibliography of Bibliography of new religious movementsnew religious movementsnew religious movementsnew religious movements    in primal societiein primal societiein primal societiein primal societiessss / Harold W. Turner. - Boston: 

G. K. Hall , c1977-1992.  

2. New religious movements: a perspective for understanding society / Eileen Barker, editor. - 

New York: Edwin Mellen Press, c1982. 

3. The complex forms of the religious life: a Durkheimian view of new religious movements / 

Frances Westley. - Chico, Calif.: Scholars Press, c1983. 

4. Cult controversies: the societal response to new religious movements / James A. Beckford. - 

London. - New York: Tavistock publications, 1985. 

5. To secure the blessings of liberty: American constitutional law and the new religious 

movements / William C. Shepherd. - New York: Crossroad, c1985. 

6. Cults, culture, and the law: perspectives on new religious movements / edited by Thomas 

Robbins, William C. Shepherd, and James McBride. - Chico, Calif.: Scholars Press, c1985. 

7. New religious movementsNew religious movementsNew religious movementsNew religious movements    and rapid social changeand rapid social changeand rapid social changeand rapid social change / edited by James A. Beckford on behalf 

of Research Committee 22 of the International Sociological Association. - London. - Beverly 

Hills, Calif.. - Paris, France: Sage Publications: Unesco, 1986. 

8. Cults, converts, and charisma: the sociology of new religious movements / Thomas Robbins. 

- London. - Newbury Park 〔Calif.〕: Sage Publications , 1988. 

9. Socio-religious reform movements in British India / Kenneth W. Jones. - Cambridge: 

Cambridge University Press, 1989. 

10. Cargo cults and millenarian movements: transoceanic comparisons of new religious 

movements / edited by G.W. Trompf. - Berlin; New York: Mouton de Gruyter, 1990.  

11. When prophets die: the postcharismatic fate of new religious movements / edited by 

Timothy Miller; with an introduction by J. Gordon Melton. - Albany: State University of 

New York Press, c1991. 

12. The social dimensions of sectarianism: sects and new religious movements in contemporary 

society / Bryan R. Wilson. - Oxford: Clarendon Press. - New York: Oxford University Press, 

1992. 

13. New religious movements and the law in the European Union = Les nouveaux mouvements 

religieux et le droit dans l'union europeenne. - Baden-Baden: Nomos, 1999. - Milano: A. 

Giuffrè , 1999. 

14. HistHistHistHistorical dictionary of orical dictionary of orical dictionary of orical dictionary of new religious movementsnew religious movementsnew religious movementsnew religious movements / George D. Chryssides. - Lanham, Md.: 

Scarecrow Press, 2001. 

15. New religious movements and religious liberty in America / edited by Derek H. Davis and 

Barry Hankins. - 2nd ed. - Waco, Tex.: Baylor University Press, c2003. 

16. New religious movementsNew religious movementsNew religious movementsNew religious movements    in the twentyin the twentyin the twentyin the twenty----first century: legal, political, and social challenges first century: legal, political, and social challenges first century: legal, political, and social challenges first century: legal, political, and social challenges 

in global perspectivein global perspectivein global perspectivein global perspective / edited by Phillip Charles Lucas and Thomas Robbins. - New York: 

Routledge, 2004. 

17. The Oxford handbook of The Oxford handbook of The Oxford handbook of The Oxford handbook of new religious movementsnew religious movementsnew religious movementsnew religious movements / edited by James R. Lewis. - Oxford; 

Tokyo: Oxford University Press, 2004. 

18.  History, Buddhism, and new religious movements in Cambodia / edited by John Marston 

and Elizabeth Guthrie. - Honolulu: University of Hawaii Press, 2004. 

19. Encyclopedia of Encyclopedia of Encyclopedia of Encyclopedia of new religionew religionew religionew religious movementsus movementsus movementsus movements / edited by Peter B. Clarke. - London; New York: 

Routledge, 2006. 
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表３ 執筆者などの一覧 

■共同研究者 

石井美保 一橋大学大学院社会学研究科 

小泉真理 清泉女学院大学人間学部  ○ 

近藤英俊 関西外国語大学外国語学部 ○ 

鍋島直樹 龍谷大学法学部  

落合雄彦 龍谷大学法学部 ○ 

■執筆協力者 

中林伸浩 桐蔭横浜大学スポーツ健康政策学部 ○ 

梅屋潔 東北学院大学教養学部 

G.A.Oshitelu 元イバダン大学宗教学部 

樫尾直樹 慶応義塾大学文学部 ○ 

苅谷康太 東京大学大学院総合文化研究科 ○ 

Paul Gifford ロンドン大学東洋アフリカ学院（SOAS） 

■編集担当者 

丸井清泰 晃洋書房 ○ 


